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11.1.- クリーンエア

スプレーに使用される空気は、不純物、エアゾール、オイル、シリコーン、および固体
粒子がない状態でガンに到達する必要があります。これを実現するためには、これらを
フィルターユニットで除去する必要があります。

圧力調整器が内蔵されたエアフィルターシステムの使用が推奨されています（SAGOLA 
5200X、5300X、または5300X Plusモデル）。

11.2. 十分なエア量 

十分なエア量は、適切なパワーの空気圧縮機（1HPは約110 L/minに相当）、良好な圧縮
空気装置、および静電気防止、シリコンフリーの内径8 mm以上のホースを使用し、スプ
レーエア圧（最小20Bar）および塗料溶剤の溶解力に耐えるホースを使用することで、ガ
ンに十分なエアを供給することができます。エアネットワークの組み立て前に、ホース
の気密性を確認する必要があります。
 

静電気防止空気ホースを使用してください。静電気防止空気ホースが
利用できない場合は、静電気を除去するためにユニットを接地接続に
取り付ける必要があります。

総導電抵抗は100万Ω未満である必要があります。

11.3. エア圧の調整

アナログ圧力ゲージ版
ガンは工場出荷時に入力圧力2.0Barで作業可能な状態で調整されて
います。この調整を変更するには、圧力調整器のコントロールを時
計回りに回して圧力を減らし、これを増やすためには反時計回りに
回します。これを行い、圧力計に表示される圧力が必要な作業圧力
と一致するようにします。

圧力ゲージのない製品
ガンは内部流量調整器が完全に開いた状態で工場から出荷されてい
ます。必要な圧力に調整するには、圧力調整器を時計回りに回して
入口圧を減らし、これを増やすためには反時計回りに回します。

11.4. 適切な塗料の量

適切に希釈された塗料がある場合、製品レギュレーターを時計回り
に回して塗料量を減らし、これを増やすためには反時計回りに回し
ます。

塗装中、小さなエリアや塗装が難しいエリアに適用される塗料量
は、トリガーの適用圧を減らすことで減らすことができます。

11.5. アプリケーション距離 

各場合に応じて、10から20 cmの間で、被覆する対象物と
エアノズルの間の距離を調整してください。これにより、
転写が増加し、各場合に使用されるエアノズルに応じてミ
ストの量が減少します。
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12. 保守・メンテナンス

メンテナンス、修理、またはクリーニングを行うためには、まずユニットを圧縮空気設
備から切断してください。

ユニットのメンテナンスおよびクリーニングには、過剰な力を掛けたり、適切でない工
具を使用しないでください。場合によっては、特殊な工具で修理を行う必要があります。

このような場合は、SAGOLAはElcometer户のカスタマーサービスに連絡する必要がありま
す。認可を受けていない部署が、製品メンテナンスを扱った場合、保証が無効になります。

ユニットは定期的に点検され、そのコンポーネントの状態が確認され、完全な状態でな
い場合はこれらを交換する必要があります

最高の結果を得るためには、常に純正部品を使用してくださ
い。完全な交換性、安全性、および動作を確保してください。

12.1. 調整パッキングランドの交換

パッキングランドの一部である針ガスケットは、故障が発生した場合や気密性が失われ
た場合に交換する必要があるガンの重要部品です。

•ガンヘッドのパッキングランド：パッキングランドを交換するには、製品調節（No.20）
を取り外し（図1を参照）、製品針とそのストップが取り付けられたばねを抜きます（図2
を参照）。13mmの固定スパナを使用して、交換するパッキングランド（No.9）を取り外
します。パッキングランドを交換し、逆の順序で再組み立てます（図3を参照）。

• シートバルブの交換：バルブシートを取り外すためには、製品調節器（No.20）を取り
外し、製品針とそのストップが取り付けられたばねを取り出します（図4を参照）。9mm
のアレンレンチを使用して、ガイドボックス（No.22）を取り外し、バルブスプリングと
バルブを取り出します（図4と図5を参照）。

銃に付属のキーアセンブリ（No.27）を取り、フックキーを使用してバルブシート（No.23）
を取り外します（図6を参照）。
組み立てには、逆の手順に従ってください（図7を参照）。

画像 01

画像 04 画像 05

画像 02 画像 03
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• エアバルブのパッキングランド：バルブシートを取り外すために上記の手順に従います。次
に、6mmのアレンレンチを使用して、パッキングランド（No.25）を取り外し、ガスケット
（No.24）を取り出します（図8を参照）。パッキングランドと洗浄サポートガスケット（専
用キットに含まれる）を交換し（図9を参照）、逆の手順に従います。

12.2. 製品フィルターの清掃または交換

タンクに残っている洗浄液や製品がある場合は、それをそれぞれの容器に戻します。こ
ぼれを防ぐために、ピストルを垂直な位置に保ち、可能な限り徹底的に清掃します。

ハンドルをしっかり握って、ピストルの本体からタンクをねじって
取り外します。

製品フィルター（No.29）を取り出し、ピストルの本体に残ってい
る洗浄液や製品がある場合は、それをそれぞれの容器に戻します。

必要に応じて、製品フィルターを清掃または交換します。不純物が仕上げの欠陥や詰ま
りを引き起こす可能性があることを考慮してください。

製品フィルターを再度組み立て、入力コネクタの穴にしっかりと挿入します。

タンクをピストルの本体にしっかりとねじ込んで、製品の漏れを防ぎます。

フィラーキャップをしっかりと締めます。

防滴キャップ付きの場合は、必要に応じて前方又は後方に傾けます。

漏れがないかを確認します。

画像 06 画像 07

画像 08 画像 09
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13. 部品リスト

この図面は部品表ではありません。
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